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グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池実用化事業

設置自由度の高いペロブスカイト太陽電池の実用化技術開発

株式会社エネコートテクノロジーズ 金子竜二、寺西知子
連絡先：（info@enecoat.com）

■事業の目的・目標

■2025年度の主な成果

■課題と今後の取組

■実用化・事業化の見通し

✓ 事業の目的
コスト競争力が高く、軽量・フレキシブルなペロブスカイト太陽電池を開発し、既存技術では設置できなかった耐荷重の小さな場所への設置を目指す

✓ 事業の目標
発電コスト20円/kWh 900cm2サイズパネル：変換効率18％、劣化率1.0％/年、稼動年数15年、パネル単価2,500円（154円/W相当）

✓ コンソーシアム

①材料技術

＜強み＞
②デバイス化技術

フィルムモジュールで
PCE=21％

✓ 2027年生産開始予定

✓ 生産技術開発
ロールトゥロールでの大量生産技術開発に注力する

①モジュール技術開発

G2サイズ(37×47cm)
フィルムモジュールの外観図

G2サイズ(37×47cm)フィルムモジュールにおける
耐久性試験（85℃、85%RH）

光＋加熱試験による寿命予測

②屋外実証試験

規格化 規格化

水平設置 垂直設置

初期特性

耐久性

低照度特性が積算発電量に寄与していると推測

PSCは晴天／曇天の差が小さい

曇天時、PSC/c-Siで1.3～1.5倍の差
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